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精神疾患である統合失調症の診断を容易にするため，血中マーカータンパク質の利用が望まれ

ている．近年，Collapsin Response Mediator Protein 1 (CRMP1) と統合失調症の関連が報告され[1, 2]，

マーカータンパク質の候補と期待されている．我々はタンパク質を高感度検出するフォトニック

結晶ナノレーザセンサを開発してきた[3-5]．CRMP1 を高感度検出できれば，統合失調症との関連

性のさらなる調査や診断法の確立に貢献できると考え，今回，それを試みた． 

 CRMP1 試料の準備には大腸菌発現系を用いた．ナノレーザ 10 個以上を含む各センサチップに

は，ZrO2 保護膜を原子層堆積させた後，3-アミノプロピルトリエトキシシラン，グルタルアルデ

ヒドを介して抗 CRMP1抗体を修飾した．このチップを様々な濃度の CRMP1 溶液に浸漬し，発振

波長シフトを測定した．比較対象として，抗 CRMP2抗体，または抗 PSA抗体を修飾したチップ，

および抗体を修飾していないチップを用意して，同様の測定を行った． 

以上の測定を別の日に 3~5回行った結果を図 1に示す．100 nM以上でのシフト（各グラフの右

端）は物理吸着によるものと考えられる．ここではより低濃度のシフトに注目する．抗 CRMP1

抗体チップでは 100 pMからシフトが生じたが，有意なシフト (>0.2 nm) が現れない回があった．

また抗 CRMP2 抗体チップでも類似の挙動が見られた．抗 PSA 抗体チップと抗体がないチップは

このようなシフトを示さなかった．つまり選択検出が示唆されるが，同型の抗体に対する選択性

が弱い．これらの挙動は電荷に依存した本センサの原理[6]に関わると考えられ，さらなる原理解

明と表面の最適化が必要と考えられる．なお，本研究は科研費基盤 (S) の援助を得た． 
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図 1  CRMP1 の検出結果．灰色プロットは同チップ上の各ナノレーザの波長シフト，赤色は各回

の平均値．(a) 抗 CRMP1抗体，(b) 抗 CRMP2抗体，(c) 抗 PSA 抗体，(d) 抗体なし． 
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